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Abstract ヨーロッパの国々は,現在,景気後退と失業率の上昇に悩んでいる。通貨調整の失敗,消費の低迷,東

欧などからの移民の増大がその原因と考えられている。ヨーロッパの経営者は,日本の現在の不況
について熟知しているが,それでも貿易黒字1500億ドル,失業率2.5%,勤労意欲の高い労働者の存在
に深い関心をもっている。日本の市場は,巷間言われているように閉鎖されていず,経済的,制度的
には完全に開放されている,と考えている。ただ文化的,心理的に開放されていないという。ヨーロ
ッパの経営者は,市場・技術動向について長期的に予測して,その経営戦略をたて成功しているよう
である。ただ日本の市場開放については,それに対する長期的視野が欠け,日本市場への参入に戸迷
っている。建設会社の指名入札制度は工事の公平な配分と工事の品質という二つを保証する制度
である。現物の所長,職人などの人心の機微についてのノウハウが利益の源泉である。外国人単純
労働者でもまじめに働く人間は雇用してもいいのではないか。海外施工について設計から施工ま
で一貫した体制をもっている(東急建設)。企業の目的は,株主,顧客,従業員の3者を満足させること
だが出発点はやはり株主である。日本市場は経済的には完全に開放されている。ただ文化的バリ
アーがある。これらは,日本人が日本国内の供給者から買いたがる傾向に現れる(ユニリーバ)。こ
れからの通信革命は強力なPCを結びつけたネットワークの構築が中心になる。そのためのソフト
開発では日独は米に大きく引きはなされている。日本市場に進出するには長期的な日本語教育が
必要。日本の参入障壁にはメンタルなものが大きい。欧州の自動車部品メーカーが日本の部品メ
ーカーと同品質,低価格のものを提供しても,日本の自動車メーカーは買わない(ドイツ銀行)。ロシ
アのアルミニウムの無秩序な輸出,欧州通貨の混乱,家計消費のマイナス成長などのマクロ経済的問
題が経営上の最大の問題となる。日本はヨーロッパに余り関心がない。欧州の対外赤字は米国の
それよりも大きいし,失業率も高い。日米2国間交渉でもなく,GATTの成功に力を入れるべきである
(ペシネ)。ぜいたく品を買う富豪が少なくなり中産階級の所得がふえた。彼等に買わせるために,
大衆消費財まで,ぜいたく品と同じデザインにした。ぜいたく品と大衆品のデザインの差がなくな
り,売れなくなった。対処策としてぜいたく品の品質アップとラコスタと組んだ大量生産品の製造
・販売に力を入れる。自分の家が建てられなくても一生けんめい働く,日本人が羨しい。フランス
では社会保障がよすぎるから失業率が高くなる(ジャン・パトゥ)。出版を輸送関係,社会関係の雑
誌から年金,税金,会社法などの分野に多角し,さらにそれらをCD-Romに変える。市場拡大と技術革
新とを同時に行っている。これらを弁護士,中小企業オーナーなど,個人向けにし,彼等に利用しや
すいようにデータバンクをつくっている(ラミー)。人間的側面が重要。経営者能力で最も重要なも
のは,相手の立場にたってものを考える能力。独学の人にはこれが欠けるので,アメリカでは成功す
るかもしれないがフランスでは成功しない。グラン・デコールなど正規の教育機関出身者が非常
に少ないので,ヘッドハンティング重要な仕事になる。59歳で経営者を採用するのは遅くない。彼
等は,先がないから大胆な仕事ができる(ジュウヴ・エ・アソシエ)。
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